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第 20回理事長杯ヨットレース 

第１マーク回航のﾀﾞﾝｼﾝｸﾞﾋﾞｰﾝｽﾞ 

スモールはフィニッシュ直前で 

はやぶさがスナメリを捉え逆転 



ＭＣＣ４０周年、ＭＣＣだより４００号を迎えて 

 

１０年前に３０周年３００号、１年に１０号の継続発行ができ、皆様のご協力で何とか４００号の 

発行を迎えました。 

３００号記念号ではルートリス菱田委員の努力で過去のＭＣＣから３００号に至るまでの経緯が 

丁寧にまとめられ、会員の投稿でそれぞれの生い立ちや思い出が綴られ見事にまとめられています。 

４００号はそれ以上のものをと思いましたが中々思うようには行きませんでした。申し訳ありません。 

３００号から３９９号（２００４－２０１３）を読み返してみました。変化はそんなにないと思っていましたが意外にあります。 

主なもので 

★ 市川前会長、シャングリラ岸本氏、先輩会員ご本人のご逝去もありましたが、会員奥さまの訃報を多く聞きました。あ

らためて謹んでお悔やみ申し上げます。 

★ ＪＳＡＦ関連ではパールレースが五箇所－利島－江ノ島に変更されました。ハンディキャップシステムはＩＭＳ、ＯＲ

Ｃ、ＴＳＦに替え、ＩＲＣ、ＴＲＳが導入されました。 

★ ＭＣＣレースでもＭＲＣを考案採用。ポイントレースは航路ブイ回りをやめてラグーナとの合同レースに変更。 

★ ２００６年蒲郡ヨットハーバーが廃止され蒲郡市管理の蒲郡市民マリン広場が開設されました。ＭＣＣコンテナハウス

を設置しレース艇長会議は従来と変りませんがレース後のアフターパーティは蒲郡荘に変りました。蒲郡荘の協力

でプロジェクターが設置されスタート時の動画上映、レース航跡上映ができ以前より盛り上がるようになりました。 

★ オデッセイ加藤さんの協力でＭＣＣホームページを開設し会員への連絡方法も掲示板、メール配信が主体になり

ました。ＭＣＣだよりはペーパー配布からメール配信に合理化。おかげさまでＭＣＣの年会費も長年４０００円で継

続してきましたが、会報の郵送廃止で経費も節減でき今年から年会費を廃止し入会金のみに変更しました。 

★ 会員艇の活躍では「ホーネットが九州遠征クルーズ、釜山レース優勝、鹿児島カップ総合3位」、「ダンシングビーン

ズがパールレースＢクラス優勝、外洋東海年間総合優勝」、「べべが１１年ぶりのＭＣＣ年間総合優勝、年間総合連

続優勝」、「セレスティーヌがエリカカップ優勝」、「珊瑚の瀬戸内クルーズ」、「ジュンブライドようこ（非会員）の日本

一周クルーズ」などがありました。 

★ 会員艇の乗り換え、入会は嬉しいのですが、退会も多数ありました。ＭＣＣ発足当初から会員の八潮、シロート、メイ

フライ、ユリ、長年会員であったメリーサン、ララ、千春等も多数退会しています。１０年前の在籍は４９艇でしたが、

継続は１８艇、新規加入が７艇で現在の在籍は２５艇になっています。寂しくなってきました。 

★ ２００９年の台風１８号の強風と高潮被害はびっくりでした。会員には直接の被害はありませんでしたがラグーナ、名

鉄西浦では上架艇が強風で倒壊、マリン広場の中央桟橋が高潮で一部抜けてしまいました。２０１１年津波の恐ろ

しさを再認識した東日本大震災は強烈でした。ＪＳＡＦの東日本大震災復興支援フラッグキャンペーンに呼応し各

艇がキャンペーンに参加、年末チャリティーオークションで皆さんの協力を得て支援させていただきました。 

★ ラグーナと共同で海の日「海と遊ぼう７２０」に合わせ体験乗船にも皆さんに協力いただきました。海陽ハーバー主

催の小学生体験乗船に協力、形原公民館の子供教室、体験乗船協力。今年は蒲郡市水源地交流事業協賛、ヨット

体験乗船協力もありました。他には蒲郡マリンカップレース、海陽ハーバー理事長杯レースでの体験乗船も実施し

海、ヨットの理解者を増やす行事実施、協力に努めてまいりました。 

★ 三河湾の水質が以前より良くなっているのでしょう、スナメリに会う機会が増えました。形原では体験乗船時には皆

さんに見てもらえました。目の前でかわいい希少な保護動物、スナメリが見られ大喜びでした。 

 

 私自身は定年退職後の元気な１０年でアリランレースを始めハウステンボス、鹿児島カップに挑戦できました。

瀬戸内クルージング、屋久島、種子島、トカラ列島、奄美大島、東シナ海の甑島、五島列島への楽しいクルージン

グもできました。同行していただけた仲間のお陰です。私も今年は数えの７０歳、古希の年、体調に気を使わねば

ならなくなってきました。特に今年の夏は猛暑を越えて酷暑の日が続き熱中症、夏バテに負けてしまいました。 

 ＭＣＣは従来どおりレースを主体の行事と体験乗船等で海の理解者、ヨット体験者を増やしヨット人口減少の歯

止め、増加に努めていまいります。 

 

皆さんの協力で次の節目ＭＣＣ５０周年、ＭＣＣだより５００号に向けて 

ＭＣＣのモットー「より楽しくより安全に」を実践していきましょう。 

 

三河湾クルージングクラブ  会長  中村 孝 



 

 

 

 

 

１０年間思い出の写真集 



第２０回理事長杯ヨットレース 

 

午前中は蒲郡市水源地交流事業協賛のヨット体験乗船協力のため１２時スタート、コースも短めで設定し、あいに

くの天気と微風の中で実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンシングビーンズ今季初優勝 

ダンシングビーンズ 安田 

今回の優勝は、DB チームにとって久々の優勝。 

最近は、人が集まらず、レースをドタキャンすることもしばしば。（パールもそう。）今回は、４人（田中、奥村、太

田、安田）を何とか確保しレースに臨んだ。 

朝、「今日は、まあ、スピン無しだな。安全に行こう。」と話していたが、艇長会議前に、中村会長から「今日、学

生を３人乗せてくれ！」と頼まれ、「は～い！」人数が、７人となり、手が増えた。これで、スピンがあげれる。 

レーススタート。 

DB は、リミット側からスピンスタート。他艇に邪魔されることもなく、風にあわせて左海面へ。 

風がだんだん左にシフトし、１マークから遠のいてしまった。ジャイブして大島沖の１マークへ向けたが 

ホーネットと、オデッセイに先行されてしまう。１マーク回航のため再びジャイブ。 

２マークへ向け走る。ホーネットとオデッセイは、大島側に離れて行きこれで逆転。

途中、本部艇から、コース短縮の通知。２マークも順調に回りハーバーに向けて走る。 

しかし、コース短縮した本部艇がなかなか確認できず、風の振れもあり、大きくオー

バーセイル。もったいなぁ。でも、トップでフィニッシュ。 

ホープのリコールにも助けられ？、優勝することができました。 

３人の学生さん、ありがとう！ 

秋のレースもしっかり出場し、楽しみたいと思います。 

これからも、よろしくお願いします。 

 

 

スモールははやぶさが優勝 

はやぶさ   柴田 

今回の理事長杯ヨットレースは他艇のミスによるもののスモールクラス優勝で

きました。大変嬉しく立派な表彰状を見て感激しております。 

我らの師匠、石原艇長のキャリアと果敢なレース運びにより・・・・と言いたい

のですが、スタート失敗により再後尾をずっと走っていました。 

めげずに頑張ったお陰で、フィニッシュ直前、ついに“すなめり”をかわした

瞬間は感動でした。そして、まさかの一位とは誰も思わず海陽での表彰式にも

出席せず申し訳ありませんでした。 

今後も参加させていただきますので、宜しく、ご指導お願い致します。                                   

 

スタート後、微風のスピンラン､ﾍﾞﾍﾞ､ﾎｰﾈｯﾄ､ﾀﾞﾝｼﾝｸﾞ､ｵﾃﾞｯｾｲ 



理事長杯ヨットレース、一口コメント 

 

ダンシングビーンズ 

今年の初優勝！ありがとうございました。 

学生3人の協力を得て何とか優勝することが出来ました。 

元々、4 人での参加で「ゆっくり走ろう」の合い言葉だったが学生さんの協力でスピンを揚

げれる人数になりこの結果になったと思います。 

雨降りでもあり、恵まれない天気でしたが心は晴れ晴れで終りました。ありがとうございます。 

 オデッセイ  

前回はトラブルでリタイア、今回ようやく上位に、良かった。 

（初クルー 浅井）今日始めての乗船、分からないなりに中々楽しめたと思います。 

もし次に機会があればまた参加したいと思います。 

  ホーネット  

ありがとうございました高橋、多田、佐々木、三戸と学生さん2人の6名で参

戦しました。 

シームでは初のヘルムスをさせていただきました。 

前線がレース中に遭遇する可能性ありという天気予報でレース中はズーっとドキドキしていま

した。大事無く終わってほっとしていますが私はハンドリングうまく出来なくて残念。 

同型艇3艇の最下位でとても悔しいのですが無事終えられましたことに安心しています。 

機会があればまたヘルムスマンになって頑張ります。ヨットは面白いですネ、ありがとうございました。 

はやぶさ 

ミス、トラブルのあげくたなぼたのスモール優勝でした。 

時間を勘違いし1分早くスタート。スピンハリヤードを飛ばしスピンを揚げられない。 

フィニッシュ直前に風の振れで同型艇、すなめりを抜くことが出来た。 

先行のホープがリコールで思いがけない優勝でした。 

        ガメラ 

第3子が誕生し、しばらく育児休暇中でしたが久しぶりにレースに参加しました。 

成績はぱっとしませんでしたがリフレッシュできました。 

いつかは家族でレースに参加できることを夢想（妄想？）しています。 

 

ホープ  

スタートでラインを超えたことに気づかずそのままスタートしたのが失敗で

した。 

風はホープにとっては有利な風、総合優勝と思いながらのフィニッシュでした。 

結果は残念ながらリコールでしたが、次こそスタートラインに気をつけ、総合優勝したいです。 

べべ 

最近スタートがピリッとしない。 

ホープをスタートラインの参考にしたのが間違いだった、 

 雨の中でリコールは疲れがひとしお。 



主催：（公財）愛知県都市整備協会

コース Ｓ →帆走区域ブイ①→帆走区域ブイ②→Ｆ 

風速 3 ｍ／Ｓ

雨

エ　ン　ト　リ　ー　艇 所  要  時  間 修正時間 総  合 スモール

№ 着順 艇　　　　名 ｽﾓｰﾙ ＴＹＰＥ MRC 時 分 秒 Ａ MRC*A 順  位 順  位

5 1 ダンシングビーンズⅢ SEAM31 1.011 56 24 3384 3421 1

8 2 オデッセイ SEAM-31Ⅱ 1.013 1 2 49 3769 3818 2

7 3 ホーネット SEAM31 1.010 1 5 7 3907 3946 3

1 5 はやぶさ ○ FAR727 0.861 1 22 34 4954 4265 4 1

10 6 すなめり ○ FAR727 0.861 1 22 50 4970 4279 5 2

4 4 アネックスⅤ ファースト36.7 1.019 1 10 3 4203 4283 6

11 8 ドンキー ○ Y-26CEX 0.861 1 27 24 5244 4515 7 3

9 7 Gamela3 SWING31 0.950 1 23 40 5020 4769 8

3 ホープ ○ Y-21C 0.817 2 7200 5882 OCS

2 BeBeⅢ パイオニア9 0.913 2 7200 6574 OCS

6 スーパーウェーブⅥ SLOT31 0.990 2 7200 7128 ＤＮＣ

18

19

20

第20回　理事長杯ヨットレース成績表



海陽ヨットハーバー小学生ヨット体験乗船会、OP、スナイプ、クルーザー 

7月24,31日8月7日の3日間開催されました。各日、2艇のクルーザーが協力しました。 

ご協力ありがとうございました。乗船者のアンケートコメントを紹介します。 

＜ＯＰ級・小さいヨットについて＞ 

 ★すごく面白かったです。船を動かすのが良くできてうれしかったです。けれども傾い

たりしたので怖かったです。 

 ★スタッフの人が、上手と言ってくれて、自身がついて怖くなくなった。 

 ★自分で操縦するので、責任を少し感じました。 

 ★中学のお兄さんが優しく丁寧に教えてくれて、とても楽しかった。また乗りたいな。 

 ★舵を取るのが難しかったけど、後からだんだん慣れるようになってきた。 

＜スナイプ級・大人のヨットについて＞ 

 ★思ったより速かった。その分傾きもあって、スリルがあって良かった。 

 ★ヨットを平行にするために体を乗り出して進んだのがすごく楽しかった。速かった。 

 ★１回倒れそうになったけど、教えてくれた人が体重を片方に移して直していたからす

ごかった。 ★服とかがびちょびちょになったから楽しかった。目にも塩水が入った。 

＜クルーザーヨットについて＞ 

 ★操縦の体験をさせてくれたので良かった。・外の風景がとても良かった。クルーザーの

中は普通の家みたい。 

★もう少し遠くに行きたかった。★中にテレビや台所があってすごかった。 

＜全体について＞ 

 ★ふわふわしてちょっと気持ち悪かった。波にかかって気持ち良かった。涼しかった。 

 ★いろいろ海でクラゲとかを見た。 ・先生としゃべったり、舵を取ったり、魚を見るのが楽しかったです。 

★最初は怖いと思ったけど、乗ってみたら、意外と面白くて、教えてくれる人もやさしくてよかったです。 

 

形原公民館、子供教室、「ヨットで海へ！」 

  8月10日午後、形原漁港の仲間、6艇が協力しました。 

  体験した親子の感想コメントを紹介します。 

★ヨットに初めてのる体験ができてよかった。★気持ちよかった。 

★スナメリが思ったより身近に居ることが分かった。★たくさん見れて、かわいかった。 

★ヨットの帆がきれいだった。★西浦沖でスナメリの大群と出会えて、良かった。 

★スナメリがたくさん見れたし、少し運転できたのできちょうな体験でした。 

★ヨットの傾きが経験できてとても良かった。★海面に近くとても驚きでした。 

★酔ってしまって、少しざんねんでした。船長さん、皆さんありがとうございました。 

★夏休みの良い思い出が出来、うれしかったです。ありがとうございました。 

★いつも見ているだけのものに乗れて感動した。 

初日は雨、NHKの取材もありました。 

追っかけてくるスナメリ 

2日目3日目は帆走が楽しめました。 

目が合うと可愛いスナメリ 

まずはﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄの着用 
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